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地域連携1.0
地域からの信頼を得る

地域の御用聞き

地域連携2.0
地域活性化のDo tank

雇用を作る競争力のある
産業があればなぁ・・

雇用を作る競争力のある
産業があればなぁ・・

急激な人口減少と人口流出
で消滅可能性都市に・・

急激な人口減少と人口流出
で消滅可能性都市に・・

担当部署のデータに基づ
いた具体的な政策がない
と予算を付けにくい。

起業した人材がいないの
に起業家育成って無理だ
し具体的な政策も無理

人口減少は福祉だけでな
く、雇用や教育の問題も
あるのでこの課だけでは
対応しきれないし、専門

的人材もいない。

統廃合になるのは子育て
世代の人口流出が原因。
雇用の無さも関係してい
るので、教育の質を上げ
たところで解決可能？

企画
財政課

産業
振興課

福祉
保健課

教育委員会

人口減少で
高校の統廃合で

教育機会が
奪われていく・・

人口減少で
高校の統廃合で

教育機会が
奪われていく・・

地域活性化に関する課題は複雑化・高度化



健康維持

分かりやすく解きほぐし、多方面からの
学際的・全学的なアプローチを実現する

ファシリテーション機能と政策立案・策定・実
現の伴走者Do tankとしての地域連携センター

福祉の充実化

人口減少＆流出
少子高齢化

財政難

創業支
援

移住定住促進観光・インバウンド

多文化共生

医療崩壊

Vision
課題先進地域である地方や地域が

未曾有の事態を乗り越え、
地域活性化・地方創生を

果たしている世界。

Mission
大学が自治体や地域住民、企業と連携
し、地域での問題を発見・解析し、

解決策を考え、実行する。

Brief
地域活性化や地方創生は行政だけでは

なく、大学や企業、NPOなどとの
“公共“でこそ実現できる。



Identity
大学が地域活性化・地方創生のDo tank

（政策立案・策定・実現）となる。

地域活性化・地方創生は学問の総力戦

• 仕事づくり→起業・継業・遷業支援
⇨経営学・経済学・社会学・情報工学・技術イノベーション

• 行政の課題発見・解決能力の向上→公務員のリカレント教育
⇨教育学・経営学・総合政策学・文化人類学・生物学など

• 地域での産業における付加価値向上→ブランディング
⇨経営学・経済学・社会学・地理学など

• 行政による政策立案能力の向上
⇨行政学・公共政策学・法律学・政治学・総合政策学など

• 医療・福祉の充実→若い医師や看護師のキャリア保障、病院・社協の経営
⇨キャリアデザイン・経営学など

• 教育環境の充実→地方だから進学先が限らない、むしろ広げる環境作り
⇨行政学、教育学、情報工学など

教育や就職に関する意欲格差の是正
⇨社会教育学、統計学、公共政策学など

• 地方のしがらみや縁故主義、閉鎖的なコミュニケーションの解決
⇨文化人類学、社会学、民俗学など

• 不便な生活の解決→自動運転技術・ドローン・サテライトオフィスなど
⇨情報工学・機械工学・法律学・政治学など

地域連携センターにおけるロジックモデル

インプット 活動 アウトプット アウトカム

学生（ヒト）

教員（ヒト）

教材（モノ）

研究資金（カネ）

研究知見（チエ）

ネットワーク（バ）

自治体と連携し、
地域活性化に

おける課題発見、
解決策（政策）策
定、実施、評価ま

で

問題・課題が
解決

成果の見える化

初期アウトカム 中期アウトカム 後期アウトカム

1.メディア

2.自治体・地域・
企業からの信頼

1.1 新聞での記事数

1.2 テレビ・ラジオで
の放送数

1.3 ネットニュース掲
載＆シェア数

2.1 他の自治体からの
視察、講演依頼

2.2 当該自治体の首
長・議長から声かけ

2.3 当該自治体の企業
からの相談・交流

1.4 地元紙取材件数

2.4 当該自治体の企

業からの相談・依頼

3.大学への注目度

3.1 大学HPアクセス数

3.2 高校からの視察・問
い合わせ数

3.3 オープンキャンパ
ス来訪者

3.4教員メディア露出

4.自治体・企業・
国との共同研究

4.1 他の自治体との協
定締結、共同事業

4.2 当該自治体との協
定締結、共同事業

4.3 企業との協定締結、
共同事業

4.4国・他大学との協
定締結、共同事業

5.学生・教職員

5.1 大学入学
志望者数

5.2 大学レベル・難
易度

5.3 志望する教員数

5.4 学生の採用数

6.財政

6.1自治体からの予算
獲得

6.2 国からの予算獲得

6.3 企業からの予算獲
得

アウトカムが良質なインプット、活動に良い影響を及ぼし、地域連携を中心とした
大学の活性化・経営の安定化に向けての好循環が生まれる。

課題：短期的に学生の成長をいかに図るか（例 PROGテスト？）

稼げる地域連携

巻き込み・育む
地域連携

最後に

地方・地域の課題を解決できない大学に、
地域課題を解決する人材を育めるのか？

地方・地域で付加価値を生み出せない大学に、
付加価値を生み出す人材を育めるのか？

地方・地域に頼られない大学に、
地域に頼られる人材を育めるのか？

地方・地域に支持されない、愛されない大学に、
地域に支持され、愛される人材を輩出できるのか？

地方創生・地域活性化の時代だからこそ、
大学の存在意義が問われる


